
臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

臼
田
亜
浪

作
者

夕
凪
ぎ
や
浜
蜻
蛉
に
つ
ゝ
ま
れ
て

木
よ
り
木
に
か
よ
へ
る
風
の
春
浅
き

小
松
砂
丘
拓
本
　
夕
凪
や
浜
蜻
蛉
に
つ
ゝ
ま
れ
て

/
昭
和
十
八

（
一
九
四
三

）
年

花
火
音
白
夜
の
眠
り
澄
み
に
け
り

藤
垂
れ
て
路
の
ぬ
か
る
み
澄
み
に
け
り

河
鹿
の
聲
の
水
を
流
る
ゝ
昼
飯
か
な

む
し
鳴
く
や
夜
の
火
か
け
が
壁
の
下

寒
春
星
瓷
の
ぞ
い
て
ハ
去
ぬ
曇
り

　
裏
面
　
昭
和
二
年
二
月
華
光
兄
の
た
め
に

灯
が
ゆ
く
よ
江
比
間
あ
た
り
の
夕
が
す
み

鵯
の
そ
れ
き
り
鳴
か
ず
雪
の
暮

句
・
資
料
名
/
制
作
年

色
紙

画
帖

掛
幅

掛
幅

掛
幅

掛
幅

掛
幅

短
冊

短
冊

短
冊

形
状

河
合
薫
泉

鈴
木
鵬
于

大
沢
梵
寿

川
合
華
光

川
合
華
光

市
川
丁
子

市
川
丁
子

市
川
丁
子

市
川
丁
子

市
川
丁
子

太
田
鴻
村

太
田
鴻
村

太
田
鴻
村

太
田
鴻
村

石
門
に
輝
き
み
ち
て
初
日
の
出
　
戊
辰
元
旦

　
/
昭
和
六
十
三

（
一
九
八
八

）
年

あ
る
と
き
の
潮
や
ど
か
り
を
の
こ
し
去
り

　
/
昭
和
十
六

（
一
九
四
一

）
年

行
秋
や
煮
た
て
の
め
し
の
喰
い
進
ミ

汐
お
ぼ
ろ
鱗
の
つ
き
し
手
を
あ
ら
ふ

/
二
村
紫
山
筆

汐
お
ぼ
ろ
鱗
の
つ
き
し
手
を
洗
う
ふ

江
比
間
に
て

の
ま
ぬ
酒
に
も
酔
ま
の
里
ハ

夏
も
あ
つ
さ
を
知
ら
ぬ
さ
と

福
江
潮
音
寺

　
流
人
の
名
い
と
し
む
雨
に
落
椿

い
さ
り
火
の
星
座
を
冒
す
暮
の
秋

　
裏
面
　
昭
和
廿
三
年
六
月
五
日
句
碑
除
幕
式
記
念

𩸽
や
せ
た
り
水
の
落
葉
の
影
お
ち
て

羽
ぼ
し
鵜
に
干
潟
か
げ
ろ
ふ
く
ま
も
無
し

祝
本
館
移
築
　
/
明
治
三
十
二

（
一
八
九
九

）
年

海
水
亭
主
人
よ
り
お
く
ら
れ
て

石
蕗
植
え
て
江
比
間
の
海
の
春
此
処
に

か
げ
ろ
は
む
伊
良
湖
の
貝
を
ふ
と
こ
ろ
に

樟
若
き
こ
ぞ
り
て
市
の
沸
立
つ
も

汐
さ
ゐ
に
か
ら
だ
を
置
け
ば
海
火
す
ゞ
し

色
紙

画
帖

掛
幅

掛
幅

短
冊

短
冊

色
紙

短
冊

掛
幅

掛
幅

短
冊

短
冊

色
紙

掛
幅

表
記
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
個
人
蔵

盛
義
海
水
亭
を
訪
れ
た
俳
人
た
ち

二
〇
二
五
年
十
月
四
日
㈯
～
十
一
月
三
十
日
㈰



尾
竹
竹
坡

千
賀
一
鵠

千
賀
一
鵠

松
下
木
公
子

伊
藤
明
峰

愛
知
縣
新
十
勝
地
　
江
比
間
海
岸
絵
葉
書

田
原
市
博
物
館
蔵

盛
義
海
水
亭
　
一
階
お
よ
び
二
階
平
面
図

波
に
旭
日
図
　
絹
本
着
色

/
大
正
～
昭
和
時
代
前
期

伊
良
湖
に
遊
ぶ

濱
へ
径
と
る
や
笹
鳴
に
さ
そ
は
れ
て

我
等
佇
つ
か
ぎ
り
沈
ま
ず
二
つ
の
鵜

伊
良
湖
に
て

船
を
待
て
ば
天
来
の
鷹
前
ニ
来
て
舞
ふ

呼
び
止
め
ん
雪
の
し
ま
き
の
煮
干
売

葉
書

紙
掛
幅

扇
掛
幅

掛
幅

短
冊

　
盛
義
海
水
亭
は

、
大
正
三

（
一
九
一
四

）
年

、
江
比
間
郷
中
に

「
盛
吉
屋

旅
館

」
と
し
て
創
業
し
た

。
大
正
十
三
年

、
別
館
と
し
て
海
に
面
し
た
渥
美

郡
江
比
間
村
東
山
七
番
地
一

（
現
在
の
田
原
市
江
比
間
町
東
山
七
番
地
一

）

に
名
を

「
盛
義
海
水
亭

」
と
改
め
て
建
立
さ
れ
た
旅
館
で
あ
る

。

　
渥
美
の
地
は
奥
郡
と
も
言
わ
れ

、
明
治

、
大
正
時
代
頃
ま
で
は
と
て
も
辺

鄙
な
所
で
あ
り

、
訪
れ
る
人
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

。
江
戸
時
代
に

は

、
松
尾
芭
蕉
が
弟
子
の
坪
井
杜
国
を
尋
ね
て
江
比
間
の
地
を
通
過
し
た
こ

と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

。
そ
れ
と
て
も
細
い
山
道
を
越
え
て
江
比
間
に
至

り

、
杜
国
の
陰
棲
し
た
保
美
に
辿
り
着
い
た

。
盛
義
海
水
亭
の
あ
る
江
比
間

の
東
端
は

、
交
通
の
便
が
よ
い
と
云
え
る
所
で
は
な
か
っ
た

。

　
県
道
が
出
来
る
と

、
交
通
の
便
が
よ
く
な
る
と
共
に

、
観
光
客
も
増
え

、

渥
美
半
島
の
中
間
地
点
で
風
光
明
媚
な
海
辺
の
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び

、
盛

義
海
水
亭
は
次
第
に
注
目
さ
れ

、
遠
方
の
客
も
増
え
た

。
平
成
二
十

（
二
〇

〇
八

）
年
に
廃
業
す
る
ま
で

、
長
く
地
域
交
流
の
施
設
と
し
て

、
夏
の
海
水

浴
の
拠
点
と
し
て

、
渥
美
半
島
を
巡
る
観
光
の
宿
泊
場
所
と
し
て

、
重
要
な

役
目
を
果
た
し
て
き
た
旅
館
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る

。

　
館
主
の
川
合
茂
助
氏
は

、
俳
号
を
華
光
と
い
う

「
石
楠

」
の
俳
人
で

、
若

い
頃
か
ら
地
元
江
比
間
の
人
々
と
俳
句
を
た
し
な
み

、
自
ら
の
旅
館
で
句
会

を
催
し

、
次
第
に
そ
の
人
柄
を
慕
っ
て

、
「
石
楠

」
の
俳
人
た
ち
も
集
ま
る

よ
う
に
な
り

、
「
石
楠

」
主
宰
の
臼
田
亜
浪
や
そ
の
高
弟
太
田
鴻
村

、
市
川

丁
子
ら
が
度
々
訪
れ
る
よ
う
に
な
り

、
こ
の
地
方
に
お
け
る
俳
人
の
拠
点
的

な
場
所
と
し
て

、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

。
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